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市役所大会議室・２０１１年１０月２３日

　中国・台湾・インド・シリア・アメリカの５カ国、計８名の出場者が、来日当時から今日に至るまで
の生活の中で、気付いたことや感じたこと、そして、東日本大震災に思うことなどを発表しました。
　来日理由は勉強や仕事のため、夫の日本勤務でやむなく、または国際結婚などさまざまです。また、
日本語能力検定では１級から３級、既習年数も１年から５年と差がある出場者ですが、堂々とした発表
に大きくうなずく観客の姿が見られました。出場者も熱心に学習している“ことば”で、自らの思いを
伝えられたということに満足そうな様子でした。
　５名の審査員、岩波孝昭・飯島有美子・堀田はるみ・リカルドソウサ・高谷晃平による審査結果、及
び発表内容は下記の通りです。

１５周年記念・外国人による日本語スピーチ大会

第二回異文化交流会「にほんごで発表しよう！」
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●「言葉を超越した日本美術」ローレン　ケーシー（アメリカ）
　留学中に出会った金閣寺の美しさに心を打たれました。お気に入りの冨岡
鉄斎の絵画には、なぜか懐かしさを感じます。美術からは歴史や文化を学ぶ
ことができるので、もっと精通し、将来、外国人に日本文化を紹介できるよ
うになるのが夢です。

●「懸け橋」高　剣（中国）
　日本の良さや母国との共通点を知るにつれ、両国の友好関係が発展してほ
しいと強く思うようになりました。帰国後はここで経験したことを周りの人
に伝え、日本からの訪問者を大歓迎いたします。二国間の「懸け橋」になり
たいと思います。

●「ワクワク・ドキドキ　三木での生活」ジャンハビ　デサイ（インド）
　来日当時１歳半だった娘は、母国語より日本語が流暢になりました。学習
歴ゼロで、日本についてよく知らなかった私は、言葉や習慣の違いに戸惑い
ながらも、周りの親切のお陰で次第に生活に慣れ、日本への興味がわいてき
ました。

●「支え合おう　日本！」市川　　（中国）〈中学生〉
　東日本大震災の被災者に何をしたらよいのかを学校で話し合いました。人
の立場に立って、その人の気持ちを考えて、言動するのが大事だと思います。

●「私の故郷」鄭　香蘭（中国）〈関西国際大学 交換留学生〉
　吉林省は美しい自然に囲まれた朝鮮族が中心の町です。隣国の言語や英
語・日本語の通訳として活躍する人が多いため観光業が盛んで、外国人観光
客には朝鮮人参や黒きくらげが人気です。

●「子どもために、自分のために、ママはがんばろう！」市川佳真（中国）
　好奇心旺盛な末の娘の質問に答えるため、また、中学校の先生との懇談が
娘の通訳なしで行なえるよう、日本語学習に取り組んでいます。日本語ボラ
ンティアになるのが目標です。

日本人でも発音しにくい単語「びじゅつ」の繰り返しを上手に
発音できていました。三木の美術館めぐりはいかがですか。

お国事情はさておき、人間対人間、顔の見える交流が大事だと
思いました。大いに活躍してほしいです。

言語習得の早い娘さんとの会話が途切れる
ことのないよう、頑張ってほしいです。

日本語が通じる上に、魅力もいっぱいの
町に是非、訪れてみたいと思います。

被災者を思う気持ちが良く伝わり、
堂々とした気持ちの良い発表でした。

異国での生活に戸惑いながらも、子育てに奮闘する姿に
感動しました。インドとの相違がよくわかりました。
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